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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号  

決裁期日 平成３０年 月  日 

名 称  平成 30 年度社会教育委員兼公民館運営審議会委員会議（第 1回） 

日 時 平成３０年５月２７日（水）１５時３０分～１７時００分 

場 所  社会教育総合センター 大集会室 

出席者 

 委員１４名 小山田、田端、中川、大西、谷口、和田、中澤、佐川、稲毛、 

北向、仲島、高松、浅田、濱口 

事務局８名 教育長、教育振興課長、社会教育班主幹、北川主査、長谷川主査、 

谷主査、轟木主事、菱川主事 

内 容 

教育振興課長 進行 

委嘱状交付：交代委員３名 

教育長挨拶：本日は第１回会議に大変お忙しい中ご出席ありがとうございます。 

 ただいま委嘱状交付した３名、また 2年目の委員の皆さん、今年１年の任期よ

ろしくお願いします。今年は第 9 次社会教育推進計画策定という 10 年に 1 度

の大きな事業があります。今町のほうでは第9次総合計画策定にかかっており、

今は基本構想にかかっています。アンケート調査で教育分会は満足以上の評価

をいただいております。それを受けて今後の町の方向は、お子さんをお持ちの

世代は学校関係をよくしてほしい要望が多く、教育分会全体でも多いです。事

務量が多いですがよろしくお願いします。 

稲毛委員長：平成 30 年度は社会教育の第 9 次中期計画を策定する年度です。皆

さんのお知恵を拝借しながら立派な計画を策定したいと考えておりますので

よろしくお願いします。 

委員及び社会教育班職員自己紹介 

委員長議事進行 

１ 報告事項 

(1) 会議報告 

稲毛委員長：私の方から報告します。平成 30 年度北海道社会教育委員連絡協議

会通常総会(4 月 20 日 札幌市)平成 29 年度の事業と収支及び監査報告、平成

30年度の活動方針、事業及び予算計画が承認されました。研修は 7月に社会教

育委員長等研修会、10月は北海道社会教育委員会議が留寿都村であります。次

に平成 30 年度上川管内社会教育連絡協議会理事会及び総会（旭川市）平成 29

年度の事業と収支報告、平成 30年度の活動方針、事業及び予算計画が承認さ 



内 容 

れました。研修は 8月に上川管内基礎講座、10月上川管内社会教育委員会議が

中富良野町で行われます。最後に役員改選があり、会長は大島会長が留任、副

会長は和寒の志村さんが退任され、士別の前田さんが選任されました。以上で

す。 

（2）上富良野町教育計画の第 8 次社会教育中期計画にかかわる平成 29 年度評価

について 

北川主査：平成 29 年度 3 月の会議で全体評価をして頂きましたものを表にまとめま

した。社会教育の計画については平成 26 年から 30 年度の 5 カ年立て、6 領域、8 分

野、16 項目に基づき、具体的な施策 81 項目を定め、目的達成のために取り組んでお

りますが、各分野事業項目について年度の途中で進捗や内容について意見をいただ

き、年度末に全体を通して評価していただいたものです。C は成果が表れてきている、

B は成果が上がっているという評価という評価をいただきました。30 年度も会議で

進捗を報告し評価をいただきたいと考えております。(一覧について読み上げ報告) 

稲毛委員長：ここまでで質問等ありませんか。 

北向委員：質問というより、評価シートの項目の番号、4 の(2)でなく(1)ではな

いか。 

眞鍋主幹：訂正します。 

稲毛委員長：ほかになければ次に入ります。 

（3）平成 30 年度社会教育関係事業の実施報告について 

北川主査：4 頁の社会教育関係事業実績について説明（議案発送後に開催された

事業の人数等も報告）。 

稲毛委員長：ここまでで質問等ありませんか。 

教育長：5月 29 日開催の住民会対抗パークゴルフ大会でうれしいことがありまし

た。高齢化社会のなか 90 歳を超える方が 1 名参加し特別表彰しました。社会

教育事業で 90歳超えの参加は初めてで記念して行いました。 

北川主査：1 つ訂正があります。5 月 1 日開拓記念館オープンは 5 月 3 日木曜日

の祝日から開館です。申し訳ありませんが訂正をお願いします。 

稲毛委員長：ほかになければ次に入ります 

 

2 協議事項 

(1)平成 30 年度上富良野町社会教育委員兼公民館運営審議会委員の会議の開催

について 

眞鍋主幹説明：①社会教育委員の役割、計画等について 9～10 頁により説明。また

後程説明します新しい計画作り等の調査、研究、ご意見をいただきたいと思います。

②会議開催予定を説明。③社会教育委員の部会構成について、3 部会の委員構成(各

5 名)について委員 15 名を 3 部会に分け構成させて頂いております。第 1 部会は、

家庭、青少年。第 2 部会は、成人(女性を含む)。第 3 部会はスポーツ振興となって

おります。3 頁に各委員の部会構成を示させて頂いておりますので確認をお願いし

ます。今年度は第９次社会教育中期計画の策定もあり、会議の回数は通常の５回に

加え全部で１０回を予定しております。 

稲毛委員長：ここまでで質問等ありませんか。 



内 容 

北向委員：例年 5回の会議で評価を行っているが、年度末まで行わないのか。 

眞鍋主幹：年度末は評価のまとめとなりますが、年度の途中も合間を縫って評価

を行っていただこうと考えております。 

及川課長：次期上富良野町振興基本計画及びとなっておりますが、基本計画の第

9 次社会教育に訂正をしてください。中期計画の上に教育振興基本計画があり

ます。 

稲毛委員長：ほかになければ次に入ります。 

 

3 表彰審査会 

眞鍋主幹：社会教育委員からは委員長、副委員長のほか 2名の委員を推薦するこ

ととなっておりますが、髙松委員、浅田委員にお願いしたいと考えております

がいかがでしょうか。 

稲毛委員長：よろしいでしょうか。よろしくお願いします。 

 

4 委員の研修等について 

北川主査：①第 38 回北海道市町村社会教育委員長等研修会(札幌市、7 月 9～10

日)は稲毛委員長が出席を予定しております。②上川管内社会教育委員基礎講座

(旭川市、8 月下旬)まだ日程が決まっておりませんが委員 5 人程度の出席をいた

だきたいと思います。③上川管内社会教育委員研修会（中富良野町、10 月 2、3

日）各日委員5人ほど出席をお願いします。④第58回北海道社会教育研究大会(後

志大会)兼全国社会教育委員連合北海道ブロック大会が留寿都村で 10 月 12～13

日(金、土)委員 3人の出席を考えております。いずれも参加案内が来ましたら 

ご案内いたしますので、日程を合わせていただいて出席をご検討よろしくお願いいた

します。 

稲毛委員長：ただ今の報告がありました研修について参加をお願いします。 

 

5 現地視察 

眞鍋主幹：P16 視察施設について説明。この後バスで東中ほかを見学しますので、移

動をお願します。 

6 その他 

北川主査：次回日程を 6月 28 日 18時から予定しております。改めてご案内を送りま

すので、よろしくお願いします。 

稲毛委員長：全体を通して感想・質問等ありませんか。 

 （各委員特に無し） 

仲島副部会長挨拶：会議で発言してもらいたいが、発言力とは何か、伝える力、でき

相手にわかりやすく伝える力、それが出来ない理由は何かというと、いうのが恥ず

かしい、意見をうまく表現できない、自分の意見がわからない。まず自分がどう思

ったか発信しなさい。相手が返してくる、それに対して自分はどう思うか。これを

繰り返すことで力を付ける。是非皆さん、この会議の中で言ってみて、返ってきた

ら、受け止める、アウトプット、インプットを繰り返して議論できたらと思います。

本日はお疲れさまでした。 



 


